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2.実習の準備（ハードウェア） 

 

2.1 GOTを使用するまでの手順 

PLCをGOTでモニタするまでの手順を説明します。 

 

①ソフトウェアのパッケージ(GTDesigner3)のイ

ンストール 

 

 

②プロジェクトデータの作成（GTDesigner3） 

・プロジェクトの作成 

（使用する GOT，モニタする PC タイプ（PLC）の

設定） 

・接続機器設定 

（GOTとPLCの接続方法を選択） 

・画面切換えデバイスの設定 

 

③パソコンとGOTを接続する 

・USBケーブル 

・RS-232ケーブル 

・Ethernetケーブル 

 

④GOTへデータを転送する 

・OSのインストール 

・画面データの書込み 

 

⑤通信インターフェースの装着 

 

 

⑥GOTとPLCを接続する 

・RS-232ケーブル 

・RS-422ケーブル 

・バス接続ケーブル 

・光ファイバーケーブル（MELSECNET/H，MELSECNET/10，CC-Link 

IE） 

・同軸ケーブル（MELSECNET/H，MELSECNET/10） 

・CC-Link専用ケーブル 

・10BASE-T/100BASE-TXケーブル（Ethernet接続） 

 

⑦GOTにデータが正しく転送されたかチェックする 

 

⑧モニタ開始 
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2.2 PLCの配線 

 

今回の実習で使用するPLC構成は以下の通りです。 

（補足1：I/O割付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、スイッチ・ランプボックスは、コネクタ／端子台変換ユニットを介して配

線を行います。 

 

 

 

 

押しボタンスイッチ×16 ランプ×16 

サムロータリスイッチ（16進、8桁） 7セグメントLED（16進、8桁） 

X0 
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X3F 

Y40 
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～ 

X9F 

コネクタ／端子台変換ユニット コネクタ／端子台変換ユニット 

デジタルスイッチ・7セグメント

LEDボックス 
スイッチ・ランプボックス 

GT1675 
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補足:I/O割り付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PBS 
PL 

SW BZ 
DSW1 DSW2 

DPL1 DPL2 
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[補足：入出力装置について] 

（１）スイッチ・ランプボックス 

①外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力（右側） 

押しボタンスイッチ：12個（0～C） 

トグルスイッチ：4個（D～F） 

※トグルスイッチ 

上側：固定（保持） 

下側：モーメンタリ 

※指示がない場合は、モ

ーメンタリにて動作させ

てください 

出力（左側） 

ランプ15個（0～E） 

ブザー1個（F） 

OFF ON（保持） ON 

（モーメンタリ） 

OFF 

ON 

（モーメンタリ： 

離すと OFF の位置

に戻る） 
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②端末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力COM 

出力COM 

SW1~4 

PBS1～12 

SW1～4 
BZ1 

PL1～15 



 2-6 

 

スイッチがチャタリングする場合（QX42-S1（64点入力ユニットを使用する場合） 

（例 スイッチの入力回数をカウントするため、スイッチの接点をパルス命令化したが、カウン

ト数が+１ではなく、+１や+２になってしまう場合） 

原因：入力ユニットのスイッチの応答時間が早い 

   押しボタンスイッチの構造的な問題 

対策：押しボタンスイッチの変更はできなため、入力ユニット内部のスイッチの応答時間を遅く

する 

デフォルトでは、0.2msのため、0.4msに変更する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細設定 

高速入力 

0.4ms 以上に設定

してください 

64点 
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青文字になります 
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（２）デジタルスイッチ・7セグメントLEDボックス 

①外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②デジタルスイッチについて（ロータリ式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③７セグメントLEDについて 

（0からFまで表示が可能） 

 

 

 

出力：8桁（0～F） 

入力：8桁（0～F） 
7セグメントLED 

デジタルスイッチ 

※今回は、実習用として、0～Fのタイ

プを使用しています 

数字が“－”される 

数字が“＋”される 

“A” “B” “C” “D” “E” “F” 

0からFまで表示が可能 
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④端末処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DSW：デジタルスイッチ 

DSP：7セグメンLED 

外部電源 

（AC100V） 
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（３）PLC-パソコン 通信ケーブル 

 今回は、USBケーブルを用いて接続します。 

（市販のUSBケーブルを使用します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルの収納について 

 

 

 

 

 

パソコン側 

○ × 

USB A コネクタ 

オス 

PLC 側 

ミニUSB B コネクタ 

オス 
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CPUのLED、スイッチについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※通常中央にSTOP にセットしてください。 

※手で操作してください 
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＊ 1 USB コネクタにケーブルを常時接続する場合，ケーブルはクランプによる固定処理を行って

ください。ケーブルのふらつきや移動，不注意の引っ張りなどによるコネクタのはずれを

防止します。 

＊ 2 RUN/STOP/RESET スイッチの操作は，指先で行ってください。ドライバなどの工具を使用す

るとスイッチ部を破損させる恐れがあるため，使用しないでください。 

 

 

プログラムの実行 

RUN/STOP/RESET スイッチをRESET の位置に1 回( 約1 秒）倒し，STOP の位置に戻します。 

プログラムを実行するために、CPU ユニット内にあるレバーを STOP から RUN に倒してください。

RUNのランプが点灯することを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STOP 
STOP 

RESET 

STOP 

ERR ランプが３～4 回

点滅する 

RUN 

約1 秒倒し続ける 

蓋を開けるとレバーが現れ

ます 

元に戻す 
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（４）ユニット装着方法について 

 

(1) ユニットの取付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ユニットの取外し 
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2.3 GOTを使用するために必要な機器 

 

GOTを使用するために必要な機器 

GOTをPLCCPUと接続するために必要な機材を示します。 

 

 

 

 

*1 通信ユニットは，PLCとの接続形態により変わります。 

また，GOT内蔵のRS-232インターフェースでPLCと接続する場合（CPU直接接続，計算機リンク

接続時など）には，通信ユニットは不要となります。 

*2 接続ケーブルは，接続形態により変わります。 

接続形態ごとに使用する接続ケーブルは，下記のとおりとなります。 

 
*1 接続ケーブルは専用品となります。（Ethernet接続用のケーブルのみ，市販品になります。） 

PLC 
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[実践的ＦＡＱ００３ GTWorks3に含まれるソフトウェア一覧] 

GTWorks3には、たくさんのソフトウェアがあるが、何ができるものなのか？ 

 

(a)GTDesigner3 Version1 

GOT1000シリーズ用の画面を作成するソフトウェアです。 

(b)GTSimulator3 Version1 

GXSimulator や PLCCPU と接続して，パソコン上で GOT1000/GOT900 シリーズの動作をシミュレ

ートできるソフトウェアです。 

(c)GTDesigner2 Classic 

GOT900シリーズ用の画面を作成するソフトウェアです。 

(d)GTSoftGOT1000 Version3 

GOT1000 シリーズと同等の機能を持っており，ランプ表示，データ表示，メッセージ表示など

をパソコンやパネコン上で実行することができるソフトウェアです。 

(e)GTConverter2 Version3 

既存の作画ソフトで作成したプロジェクトデータを，GTDesigner3/GTDesigner2Classicで使用

できるプロジェクトデータに変換するためのソフトウェアです。 

(f)Document Converter 

パソコンで作成したドキュメント(MicrosoftWordやMicrosoftExcelなど)を変換して，GOTに

表示することができるソフトウェアです。 

(g)データ転送ツール，マルチメディアデータ連携ツール，他各種ツール 
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2.4 GOTの設定（GT1675の場合） 
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*1 GT1675-VN，GT1672-VN にはインタフェースがありません。 
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[実践的ＦＡＱ００４ 型式の見方] 

型式は何を表していますか？ 

(1) GOT 形名の見方 

 

 

*1 65536 色表示できるGOT については，マニュアルを参照してください。 

 

(2) オプション機器形名の見方 
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(１)電源の配線 

AC電源タイプ（AC100～240V）ですでに電源コードを配線してあります。 

電源仕様 

 

(２)GOTとパソコンの接続 

USB同士を接続します。（PLCとも接続する必要がありますので注意ください。） 

 

(３)GOTとPLCの接続 

バス接続コネクタ同士を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

CFカード 

（背面） 

電源端子 

バス接続インターフェース 

（GOTと接続） 

 

RS232Cインターフェース 

Ethernetインターフェース 

（パソコンと接続）（背面） 

RS422/485Cインターフェース 

（パソコンと接続）（背面） 

USBインターフェース 

（パソコンと接続） 

（前面） 
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(４)バス接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タッチパネル 

本体：GT1675M-STBA 

バス接続ユニット：GT15-QBUSS  

バス接続ユニット 

PLC 

※方向はありません 

バス 
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(５)通信ケーブル接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タッチパネル（GOT）画面作成ソフト 

→ GTDesigner3 

・ラダー作成ソフト 

→ GX-Works2 

USB 

 

タッチパネル側 

（USB mini-B） 

パソコン側 

（USB Aタイプ） USB 

 

PLC 

PLC 

CPU 

タッチパネル側 

（USB mini-B） 

パソコン側 

（USB Aタイプ） GT09-C30USB-5P 

(長さ:3m) 

GT09-C30USB-5P 

(長さ:3m) 

ラダープログラムの書き

込み・読み出し・モニタ 

 

画面データの書き込み・

読み出し 
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〔接続実習〕 

前ページを参照し、配線を実施してください。 

 

○配線時の注意 

・電源は、AC100Vを使用するため、電源OFFまたは、コンセントプラグを抜いた状態で、配線作

業を実施してください。 

・コンセントプラグをコンセントに挿入するときは、スイッチが“切”になっていることを確認

してください。 

・講師の指示があるまで、タッチパネル制御装置、PLC 制御装置スイッチを“入”にしないでく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切 

切 
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［補足：PLCCPUとの接続(バス接続)］ 

 

バス通信を行うためには、GOT にバス接続ユニットを装着する必要があります。ここでは、GOT

にバス通信ユニットを取付ける手順を説明します。 

 

①GOTの電源をOFFします。 

②GOTの拡張ユニットカバー1ヶ所を取り外します。 

 

 

 

 

 

③通信ユニットをGOTのケースの溝に合わせてはめ込み

ます。 

 

 

 

 

 

 

④通信ユニットの取付けネジ（２ヶ所）を締付けトルク

0.36～0.48N・mで締めて固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤取付けネジ締付け後，静電気の進入防止のため，付属のシールを貼り付けます。 
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［補足：ケーブルを接続する］ 

 

GOTとPLCCPUを、バス接続ケーブルでつなぐ手順を説

明します。 

 

①PLCCPU、GOTの電源をOFFにします。 

 

②バス接続ケーブルを、CPUユニットに接続します。 

 

 

 

 

 

③バス接続ケーブルを、GOT に装着したバス接続ユニ

ットの、バス接続コネクタIN側へと接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルを固定し

てください 

手でねじを締めてく

ださい 

手でねじを締めてく

ださい 

凸部を合わせて、ケ

ーブルを挿入してく

ださい 
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[実践的ＦＡＱ００５ USBドライバーインストール] 

パソコンにUSBケーブルを接続すれば通信できる？ 

 

パソコンとGOTでUSB通信を行うには，USB ドライバのインストールが必要になります。 

Windows® XP使用時に，USBドライバをインストールする場合の手順を下記に示します。 

（Windows®XP，Windows®2000 使用時は，Administrator(管理者)権限が必要です。） 

①はじめてパソコンとGOTをUSBケーブルで接続すると左記画面が表示されます。 

“一覧または特定の場所からインストールする(推奨)”を選択し，“次へ”ボタンをクリックしま

す。 

 
②“次の場所で最適のドライバを検索する“を選択し、場所を下記のように選択してください。 

 C:\MELSEC\EASYSOCKET\USBDRIVERS 

“次へ”ボタンをクリックします。 

 

※タッチパネル－パソコン通信ケーブルを接続後に、タッチ

パネルの電源(パソコンはＯＳが立ち上がっている状態)を

入れるとUSBドライバのインストール画面になります。 
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③下記の警告画面を表示しますが， 続行 ボタンをクリックし，インストールを続けてください。

（三菱にて動作確認を実施し、問題ないことを確認しています） 

 

 

 

 

 

 

 

※USB ポートを変更すると、その都度ドライバをインストールする必要があるため、最初の位置

から変更はしないでください。 

 

※Windows® 7 以降は、自動インストールにてドライバはインストールされます（ただし、時
間がかかります）。自動インストールできない場合は、デバイスマネージャにて、インストー
ル作業を実施してください（ドライバの保存先は、上記を参照してください）。 
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2.5 GOTの一般仕様（GT1675の場合） 

 

 
*1 マルチメディアユニット(GT16M-MMR)，MELSECNET/H 通信ユニット(GT15-J71LP23-25，GT15-J71BR13)，CCLink 通信ユニット

(GT15-J61BT13) を装着する場合，一般仕様の使用周囲温度は，上記最大温度より 5 ℃低い値としてください。 

*2 GOT は，標高 0m の大気圧以上に加圧した環境で使用または保存しないでください。 

使用した場合は，誤動作する可能性があります。 

制御盤内を加圧によりエアパージすると，気圧によって表面のシートが浮いてタッチパネルが押しにくくなったり，シートがはが

れたりする恐れがあります。 

*3 その機器が公衆配電網から構内の機械装置に至るまでのどこの配電部に接続されていることを想定しているかを示します。 

カテゴリⅡは，固定設備から給電される機器などに適用されます。 

定格300V までの機器の耐サージ電圧は 2500V です。 

*4 その機器が使用される環境における導電性物質の発生度合を示す指標です。 

汚染度2 とは，非導電性の汚染しか発生せず，条件によっては凝結による一時的な導電が起こりうる環境です。 
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2.6 GOTの性能仕様（GT1675の場合） 
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*1 液晶パネルは，特性として輝点( 常時点灯している点) と黒点( 点灯しない点) が発生する場合があります。液晶パネルには

大変多くの表示素子があるため，輝点・黒点の発生を100％発生しないようにすることはできません。 

輝点・黒点の発生は，製品の不良または故障でなく特性ですので，あらかじめご了承ください。 

*2 GOT のスクリーンセーブ/ バックライトOFF 機能を使用することにより，表示部の焼き付き防止やバックライトの寿命を延ば

すことができます。 

*3 メモリは，書き込まれているデータを消去しなくても，新たなデータの上書きが可能なROM です。 

*4 USB 耐環境カバー装着時，カバーの△マークの箇所をしっかり押し込むことにより，IP67f に対応します。(USB ケーブル接続

またはUSB メモリを接続する場合，USB インタフェースはIP2X になります。) ただし，お客様のあらゆる環境を保証するもので

はありません。 

また，長時間油，あるいは薬品がかかる環境やオイルミストが充満する環境ではご使用になれない場合があります。 

*5 複数の拡張ユニット，バーコードリーダ，RFID コントローラを使用する場合，拡張ユニット，バーコードリーダ，RFID コン

トローラが使用する電流値の合計を，GOT が供給可能な電流値以内にする必要があります。 

*6 スタイラスペンを使用する場合，下記の仕様を満たすものを使用してください。 

  ・材質 : ポリアセタール樹脂 ・先端半径 : 0.8mm 以上 

*7 使用周囲温度が25 ℃以外の場合，誤差が大きくなる場合があります。 

*8 スタイラスペン使用時は10 万回以上( 操作力0.98N 以下) となります。 

タッチパネルは構造上消耗品ですので，上記の回数以下であっても使用方法や使用環境によっては，使用できなくなる場合があり

ます。 

*9 容量が2GB を超えるUSB メモリ，CF カードは下記バージョンのOS がインストールされているGT16 で使用できます。 

• BootOS のバージョン：05.09.00AF 以降 

• 基本機能OS のバージョン：05.09.00 以降 

これより前のバージョンのOS では，容量が2GB を超えるUSB メモリ，CF カードを正しく認識できません。 

上記のOS が書き込まれていない場合，Version1.15R 以降のGT Designer3 でOS を書き込んでください。 

また，GT Designer2 Version □は対応していません。 

*10 機能バージョンがC 以前は，上下左右各88 度 

*11 機能バージョンがC 以前は，450[cd/m2] 

*12 機能バージョンがC 以前は，2.1kg__ 
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・ベース画面の仕様 

ベース画面の仕様を下記に示します。 

 
 

 

[実践的ＦＡＱ００６ USB接続について] 

USBケーブルで、タッチパネルとPLCは通信できないか？ 

 

できません。 

タッチパネル前面にある、USB TYPE-AはUSBメモリデータの送信・保存が主となります。 

タッチパネル前面にある、USB miniBはUSBパソコン接続用（プロジェクトデータの読み出し／書

き込み）が主となります。 

 

 

[実践的ＦＡＱ００７ ベース画面番号] 

ベース画面の番号は順番に設定しないといけない？ 

 

番号順でなくても問題はありません。 

デフォルト状態ですと、ベース番号１から、最初読み出すため、ベース番号１に初期画面を作成

するのがよいと思います。 

1～32767の番号内なら、問題はありません。 
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・ウィンドウ画面の仕様 

ウィンドウ画面の仕様を下記に示します。 

 

*1 クローズキーを表示/非表示時の，画面サイズ(横×縦)は下記の通りです。 
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(1)オーバーラップウィンドウの仕様 

 

*1 クローズキーを表示/非表示時の，画面サイズ(横×縦)は下記の通りです。 

 

 

*2 クローズキーを表示する場合，オーバーラップウィンドウの横幅は24ドット以上に設定して

ください。 

横幅が23ドット以下の場合，クローズキーが使用できません。 
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(2)スーパーインポーズウィンドウの仕様 
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(3)キーウィンドウの仕様 

 
*1 クローズキーを表示する場合，オーバーラップウィンドウの横幅は24ドット以上に設定して

ください。 

横幅が23ドット以下の場合，クローズキーが使用できません。 
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(4)ダイアログウィンドウの仕様 

 

 

 

レポート画面の仕様 

レポート画面は，レポート機能の出力フォーマットを作成する画面です。 
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2.7 GTDesigner3について 

GTDesigner3の画面および各種ツールバー，ウィンドウの画面構成を下記に示します。 
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GTDesigner3の特長を下記に示します。 

(1)設定項目が見やすく分類（ワークツリー） 

プロジェクト内の設定項目を，分かりやすく「プロジェクト」・「システム」・「画面」の3つ

に分類。しかも，すべての項目が表示されるのですぐに探し出せます。 

画面やコメントデータの新規作成も，＜新規＞をダブルクリックするだけです。 

 

 

(2)見やすいアイコン，学習機能で効率UP（ツールバー） 

フルカラーで分かりやすいデザインと説明で，初めての方も簡単に作画ができます。 

さらに，前回選択した内容を記憶するので，作画効率がアップ。 

例えばスイッチ作成時に，メニューやツールバーからビットスイッチを選択すると，トップのア

イコンがビットスイッチに切り替わります。 

次回からはサブメニューで選択しなくても，ワンクリックでビットスイッチを作成することがで

きます。 
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(3)よく使う部品を登録（ライブラリ） 

ツリー表示で，ライブラリが探しやすくなりました。 

「見た目」からだけでなく，「機能」や「最近使ったライブラリ」からも選ぶことができます。 

ライブラリからパーツを選び，エディタ上に配置するだけで簡単に綺麗な画面を作成できます。 

 
 

(4)直感的な設定・操作が可能（ダイアログボックス） 

分かりやすい用語や表示項目により，直感的な設定・操作が可能です。 

設定済みのタブには「＊」が表示され，設定箇所がひと目でわかります。 

ランプ・タッチスイッチなどのON/OFFや範囲ごとの表示イメージを並べて確認しながら設定でき

ます。 

 

 

(5)簡単に位置合わせ（エディタ） 

分かりやすい用語や表示項目により，直感的な設定・操作が可能です。 

設定済みのタブには「＊」が表示され，設定箇所がひと目でわかります。 

ランプ・タッチスイッチなどのON/OFFや範囲ごとの表示イメージを並べて確認しながら設定でき

ます。 
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(6)連続コピーで簡単配置（エディタ） 

指定した方向に，指定した個数分，一度に複数コピーできます。 

デバイスを含むオブジェクトは，インクリメント数を設定することで，デバイス番号を割り振る

ことができます。 

 

 

(7)「一括変更」で簡単修正（エディタ） 

「一括変更」でデバイス・色・図形・CH No.を一度に変更できます。 

「幅・高さ・座標値の入力」では，複数のオブジェクトを選択して，幅・高さや座標の値を入力

すると，一度にサイズ調整や位置合わせができます。 

 

 

(8)ワンクリックでシミュレート可能（シミュレータ） 

パソコン上で，画面データの動作確認(アラームの確認や

画面遷移、デバイスのモニタなど)ができます。 

画面を修正しながら効率よくデバッグが可能です。（GT10

は除く） 

＊：別途GXWorks3 またはGXSimulatorが必要です。 

作成中（ファイル保存前）の画面でも，ワンクリックで

シミュレートが開始できます。 

従来の， 

・ファイル保存 

・シミュレータ起動 

・ファイルを開く 

の一連の操作が不要です。 
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(9)OSの自動選択（GOTとの通信） 

画面データの内容からGOT本体で必要なOS＊1が自動で選択され，OSと画面データが一緒にGOT

本体に転送されます。 

GOT への転送方法は3通りあります。 

(a)ケーブルによる転送＊2 

•USBケーブル 

•RS-232ケーブル 

(b)USBメモリによる転送(GT16のみ) 

(c)CFカードによる転送(GT10は除く) 

＊1:GOTを使用するために必要なGOT専用のシステムファイルです。 

＊2:画面データのみEthernetケーブルによる転送が可能です。（GT16/GT15のみ） 
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2.8 画面の種類について 

画面には、次のような種類があります。 

 

 

(1)ベース画面 

GOTの画面表示の基本となる画面です。 

 

(2)ウィンドウ画面 

ベース画面に重ねて表示する画面です。以下のような種類があります。 

 

•スーパーインポーズウィンドウ：ベース画面の前面に合成され，1つの画面として表示されます。

2つ表示された場合，後から表示されたウィンドウが前面に表示されます。 

 

•オーバーラップウィンドウ：ベース画面上にポップアップするウィンドウです。 

クローズキーを表示することで，手動でウィンドウを移動/ 消去できます。 

 

•キーウィンドウ：数値などを入力する場合に，ベース画面上にポップアップするウィンドウで

す。GOT があらかじめ持っているキーウィンドウとユーザーで作成したキーウィンドウの2種

類があります。 

 

•ダイアログウィンドウ：システムとしてのエラーや警告などを表示するウィンドウです。 

GOTが表示するシステムメッセージの代わりに表示することもできます。 
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[実践的ＦＡＱ００８ レイヤとは？] 

レイヤとはなんですか？ 

 

ベース画面，ウィンドウ画面は，前面レイヤと背面レイヤの2つのレイヤで構成されています。 

各レイヤにオブジェクトを分けて配置して，2つのオブジェクトを重ねることができます。 

 

 

各レイヤに配置できる図形，オブジェクトを下記に示します。 

 

 

 

(2) 前面/ 背面レイヤに配置したオブジェクトの上下関係 

前面レイヤと背面レイヤに配置したオブジェクトのGOT での表示順は，画面の種類によって，レ

イヤの重なり順通りになる場合，ならない場合があります。 
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(3) 透過色 

前面レイヤには，透過色が設定されています。 

前面レイヤに配置したオブジェクトの，前面レイヤの透過色と同じ色の部分は透過されます。 

オブジェクトを透過させる場合，前面レイヤの透過色を，透過させる部分の色に合わせてくださ

い。 

( デフォルトでは暗黄色が設定されています。) 

使用例) 数値表示を透過して，背面レイヤの棒グラフを表示する 

 
 

(4) 注意事項 

スーパーインポーズウィンドウや画面呼出しを使用して複数の画面を重ね合せて表示する場合，

下記の内容を確認して画面を設計してください。 

(a) レイヤの設定 

複数の画面に設定されている前面レイヤ，背面レイヤは，画面が重ね合わされると，一つの前面

レイヤ，背面レイヤに統合されます。 

重ね合わせる画面のオブジェクトが，前面レイヤ同士，背面レイヤ同士で重ならないように配置

してください。重なったオブジェクトは，正常に表示/ 動作しない場合があります。 
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(b) 透過色の設定 

呼出し画面の透過色は無効となり，基本画面の透過色が有効となります。 

ウィンドウ画面( スーパーインポーズウィンドウ) には透過色の設定がないため，ベース画面の

透過色で表示されます。 

呼出し画面の前面レイヤのオブジェクトは，基本画面の透過色を考慮して，色を設定してくださ

い。 

 

 
 

 

例 レイヤの確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


